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♫஺不Ᏻにおける௚者のど⥺の᪉向が 
⾲᝟の᝟ሗ処⌮過程に及ぼす影響 
 
ᒣୗ  Ṍ* బ⸨ ཭ဢ*，** 田中 భᶞ* ᔱ田 ὒᚨ*** 
 
要 約 
 本研究の目的は，ど⥺と感᝟౯をྵࡴ௚者の⾲᝟における特徴の差異が，♫஺不Ᏻを࿊する者の⾲᝟の
᝟ሗ処⌮過程に及ぼす影響を検討することであった。♫஺不Ᏻ傾向㧗群㸦n = 9㸧およࡧప群㸦n = 10㸧を
対㇟として，௚者の⾲᝟่⃭に対するᅇ㑊行動を 定するためのㄢ題である Approach-Avoidance Task
㸦AAT㸧，およࡧ⾲᝟่⃭の感᝟౯のホ౯を 定するための⬻Ἴᣦᶆである mu Ἴの 定を行なった。AAT
の結果から，♫஺不Ᏻ傾向の㧗い者は♫஺不Ᏻ傾向のపい者とẚ㍑して，௚者の┤どの⾲᝟に対して᥋㏆
的行動がῶᑡしていることが示された。⾲᝟่⃭の感᝟౯のホ౯においては，♫஺不Ᏻ傾向の程度におけ
る差異は見られなかった。これらの結果から，♫஺不Ᏻを࿊する者が生㉳さࡏる௚者の⾲᝟からのᅇ㑊行
動は，௚者の⾲᝟の感᝟౯といった㉁的ഃ㠃௨እの要因によって生㉳するྍ能性が考えられる。 
キーワード㸸♫஺不Ᏻ，⾲᝟，感᝟౯，ど⥺ 
 
 
問 題 
 
 ♫஺不Ᏻを࿊する者は，௚者からのホ౯をᴟ
➃にᜍれ，♫஺ሙ㠃に対してᅇ㑊行動を示すこ
とが᫂らかにされており，このᅇ㑊行動は，♫
஺不Ᏻ症状の⥔持要因のࡦとつであることが示
されている㸦Clark & Wells, 1995㸧。♫஺不Ᏻ
を࿊する者のᅇ㑊行動をㄏ発する่⃭のࡦとつ
として，௚者の特定の⾲᝟があࡆられている
㸦Heuer, Rinck, & Becker, 2007㸧。 
 このような௚者の⾲᝟には，࣏ࢪࢸ࢕ࣈな⾲
᝟やࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな⾲᝟といった「感᝟౯」のഃ
㠃と，௚者がホ౯をする対㇟を示す「ど⥺」と
いった᝟ሗがྵまれると考えられている
㸦Roelofs, Putman, Schouten, Lange, Volman, 
& Rinck, 2010㸧。Heuer et al.㸦2007㸧は，⾲ 
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᝟่⃭に対するᅇ㑊行動を 定するㄢ題である
Approach-Avoidance Task㸦௨ୗ，AAT とする㸧
を用いて，♫஺不Ᏻ傾向の㧗い者と，♫஺不Ᏻ
傾向のపい者を対㇟として，ᛣり，中性，႐ࡧ，
困ᝨといった異なる感᝟౯をもった┤どの⾲᝟
่⃭に対するᅇ㑊行動を 定した。その結果，
♫஺不Ᏻ傾向の㧗い者は，పい者とẚ㍑して，
⾲᝟の感᝟౯にかかわらࡎ，┤どの⾲᝟に対し
てᅇ㑊行動を示すことが᫂らかにされた。また，
Roelofs et al.㸦2010㸧は，ど⥺の᪉向㸦┤ど，
非┤ど㸧およࡧ，感᝟౯㸦႐ࡧ，ᛣり㸧が異な
る⾲᝟่⃭に対するᅇ㑊行動を 定した。その
結果，♫஺不Ᏻ傾向の㧗い者は，ど⥺が┤どの
ሙྜに，感᝟౯にかかわらࡎᅇ㑊行動を示した。
しかしながら，非┤どのሙྜは，႐ࡧの感᝟౯
を᭷する⾲᝟่⃭に対してのࡳᅇ㑊行動がࡳら
れた。これらの結果を㋃まえると，♫஺不Ᏻを
࿊する者は，┤どの⾲᝟においては，௚者の⾲
᝟の感᝟౯にかかわらࡎ，ᅇ㑊行動を示すと考
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えられる。その一᪉で，非┤どの⾲᝟に対して
は，࣏ࢪࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟においての
ࡳᅇ㑊行動を示すことが᥎ᐹされる。 
 一⯡的に௚者の⾲᝟の┤ど，非┤どといった
ど⥺の差異は，௚者から自ศに対して注意が向
けられているか，向けられていないかという機
能㠃を持つと考えられる。♫஺不Ᏻを࿊する者
は，そのような注目そのものをᜍれるため，⾲
᝟の感᝟౯にかかわらࡎᅇ㑊行動を生㉳さࡏて
いるྍ能性が考えられる。その一᪉で，௚者の
⾲᝟が非┤どであるሙྜ，すなわち௚者の注目
がなくなるሙྜは，௚者の⾲᝟の感᝟౯が࣏ࢪ
ࢸ࢕ࣈであるときには，࣏ࢪࢸ࢕ࣈなホ౯がな
くなるというⅬにおいて，その⾲᝟は⬣ጾ่⃭
となり，ᅇ㑊行動をㄏ発すると考えられる。こ
れに対して，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟の
ሙྜは，᎘ᝏ的なホ౯がなくなることを意࿡す
るため，その่⃭は⬣ጾ่⃭とならないことが
᝿定される。 
 しかしながら，ඛ行研究においては，௚者の
⾲᝟に対する感᝟౯のホ౯は同程度であるにも
かかわらࡎ，♫஺不Ᏻ傾向の㧗ప群の間におい
て，ᅇ㑊行動の生㉳に差異が認められることか
ら㸦Heuer et al., 2007㸧，ᅇ㑊行動の生㉳にか
かわる要因をᨵめて検討するᚲ要があると考え
られる。このⅬに㛵して，ᅇ㑊行動の生㉳に影
響を୚える要因として，ホ౯の処⌮過程の差異
が考えられる。とこࢁが，Heuer et al.㸦2007㸧
のඛ行研究においては，⾲᝟่⃭に対する認知
が㉁問⣬によって 定されており，⾲᝟のホ౯
の処⌮における⤫制的処⌮過程のࡳしか 定さ
れていなかったྍ能性が考えられる。ᅇ㑊行動
にいたるሙྜの⾲᝟の感᝟౯の処⌮過程は，自
動的処⌮過程によってなされるྍ能性が考えら
れることから，これらの仮説を検討するために
は，自動的処⌮過程を 定することがྍ能なᣦ
ᶆを用いて検討を行なうᚲ要があると考えられ
る。そこで，本研究においては，♫஺不Ᏻを࿊
する者におけるᅇ㑊行動を生㉳さࡏる⾲᝟に対
する自動的処⌮過程を検討するため，⬻Ἴᣦᶆ
を用いて検討を行なうことを目的とした。 
 なお，本研究では，自動的処⌮過程における
௚者の⾲᝟の感᝟౯のホ౯を 定するᣦᶆとし
て，⬻Ἴᣦᶆのࡦとつである mu Ἴを 定する。
Moore, Gorodnitskya, & Pineda㸦2012㸧のඛ
行研究においては，⾲᝟่⃭として᎘ᝏ⾲᝟，
すなわちࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟を࿊示
したሙྜは，่⃭ᥦ示から 500 ms ๓ᚋにおい
て mu Ἴのῶ⾶が見られ，႐ࡧ⾲᝟，すなわち
࣏ࢪࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟を࿊示したሙྜ
では，่ ⃭ᥦ示から 800 ms ๓ᚋにおいての mu
Ἴのῶ⾶が見られることが᫂らかにされている。
そこで，本研究においても，่⃭࿊示から 500 
ms 時Ⅼでの mu Ἴのῶ⾶がࡳられることを，௚
者の⾲᝟の感᝟౯をࢿ࢞ࢸ࢕ࣈにホ౯すること
とし，่⃭࿊示から 800 ms 時Ⅼの mu Ἴのῶ
⾶がࡳられることを，௚者の⾲᝟の感᝟౯を࣏
ࢪࢸ࢕ࣈにホ౯することとした。 
 
᪉ ἲ 
 
ᐇ㦂ᑐ㇟⪅ 
 ⚾立大学の成人大学生，大学院生 19 㸦ྡዪ性
12 ྡ，男性㸵ྡ，21.89 ± 0.79 ṓ㸧。実験のເ㞟
の㝿には㸦a㸧ྑ฼きであること，㸦b㸧現在精神
疾患に⨯患しておらࡎ，㏻院をしていないこ
と，㸦c㸧⸆物をᦤྲྀしていないこと，㸦d㸧心⌮
療ἲや⸆物療ἲ，㢌㒊እയの᪤ がないこと，
㸦e㸧過度の⑂労や╧╀不㊊でないこと，実験ཧ
ຍ者がዪ性のሙྜは㸦f㸧᭶経不㡰，または᭶経
ᮇでないことをཧຍ᮲௳としてᥦ示した。 
⾲᝟่⃭ࡢ㑅ฟ 
 デࢪタル࢝メラを用いて，㸶ྡ㸦ዪ性㸲ྡ，
男性㸲ྡ㸧のモデルに対して，ど⥺㸦┤ど㸸
direct，非┤ど㸸averted㸸ྑ向き，ᕥ向き㸧，感
᝟౯㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ㸸positive，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸸
negative㸧の異なる⾲᝟่⃭の᧜影を行なっ
た。┤どの⾲᝟の᧜影においては，デࢪタル࢝ 
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Table 本研究で౑用した⾲᝟่⃭の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メラのレࣥࢬにど⥺を向けてもらい，非┤どの
⾲᝟の᧜影においては，ど⥺をྑ向き，ᕥ向き
のそれࡒれṇ㠃から 45°の᪉向にど⥺を向けて
もらった。 
 ᧜影した่⃭の感᝟౯とど⥺のጇᙜ性を検討
するため，大学生およࡧ大学院生㸳ྡを対㇟と
して予ഛ調ᰝを行なった。⾲᝟については，͆ ࣏
ࢪࢸ࢕ࣈ㸦㸮Ⅼ㸧͇ ࠥ͆ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸦100 Ⅼ㸧͇
の間で Visual Analogue Scale㸦௨ୗ，VAS と
する㸧によるᅇ⟅をồめ，50 Ⅼのものを㝖እし
た。ど⥺の向きに㛵しては，ど⥺がྜっている
かྰかに㛵して㸰ᢥでのᅇ⟅をồめた。その結
果，人物㸶㸦男性㸲，ዪ性㸲㸧ど⥺３㸦┤ど，
ྑ向き，ᕥ向き㸧感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ，ࢿ
࢞ࢸ࢕ࣈ㸧から成るྜィ 48 ✀㢮の⾲᝟่⃭を㑅
定した㸦Table㸧。 
 ᗘ࠾ࡼࡧㄢ題 
 ♫஺୙Ᏻഴྥ ♫஺不Ᏻ傾向㧗群㸦High 
Socially Anxious㸸HSA㸧またはప群㸦Low 
Socially Anxious㸸LSA㸧の群ศけを行なうた
め，Liebowitz Social Anxiety Scale 日本ㄒ∧
㸦LSAS-J㸸ᮅ಴・஭上・బ々ᮌ・బ々ᮌ・໭ᕝ
・஭上・ഌ田・ఀ⸨・松原・ᑠᒣ，2002㸧を౑
用した。ᚓⅬが㧗い࡯ど♫஺不Ᏻ傾向が㧗いこ
とを示し，ᚓⅬがపい࡯ど♫஺不Ᏻ傾向がపい
ことを示す。ᮅ಴௚㸦2002㸧のඛ行研究をཧ考
に 44 Ⅼᮍ‶を♫஺不Ᏻ傾向ప群，44 Ⅼ௨上を
♫஺不Ᏻ傾向㧗群とした。 
 ⾲᝟่⃭ࡢឤ᝟౯ࡢホ౯ ⾲᝟่⃭の感᝟౯
のホ౯を 定するため，⬻Ἴᣦᶆである mu Ἴ
㸦8-13 Hz㸧を用いた。⾲᝟่⃭は，人㸶㸦男性
㸲，ዪ性㸲㸧ど⥺㸰㸦┤ど，非┤ど㸸ྑ向き，
ᕥ向き㸧感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸧
からなる 32 ✀㢮を౑用し，่⃭の࿊示᪉ἲは
Moore et al.㸦2012㸧のඛ行研究のᡭ続きをཧ
考にした。ල体的には，まࡎ，⏬㠃の中ኸに注
どⅬを 500 ms ࿊示し，続いて⾲᝟่⃭を 12.5
8 cm の大きさで 2,000 ms ࿊示した。そのᚋ，
ṧ像ຠ果を᤼㝖するため，࣐スク⏬像を 3,500 
ms ࿊示した。説᫂ᩥおよࡧࣉࣟࢢラムは
Presentation㸦Neurobehavioral Systems, Inc
〇㸧およࡧ，ࣄ࣮ࣗレࢵト・ࣃࢵ࣮࢝ࢻ♫〇ࣃ
࣮ࢯࢼルࢥࣥࣆ࣮ࣗタを用いて作成し，ࢼࢼ࢜
♫〇の 17 ࢖ࣥࢳの CRT デ࢕スࣉレ࢖㸦Flex 
Scan T550㸧に࿊示した。また，⾲᝟่⃭࿊示
時には，「⾲᝟่⃭の┦ᡭが目の๓に存在すると
᝿像して，┦ᡭの気持ちを考えてください。」
というᩍ示を行なった。⬻Ἴは，ᣑ張 10ï20 ἲ
に基づいた⬻Ἴィである 64ch Hydro Cel 
Geodesic Sensor Net，⬻Ἴ信ྕを増ᖜさࡏる
Net Amps 200 amplifier，ゎᯒࢯࣇトである
Net Station, Version 4.2, software㸦Electrical 
࣏ࢪࢸ࢕ࣈ感᝟౯ ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ感᝟౯ 
┤ど 非┤ど ┤ど 非┤ど 
    
えられる。その一᪉で，非┤どの⾲᝟に対して
は，࣏ࢪࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟においての
ࡳᅇ㑊行動を示すことが᥎ᐹされる。 
 一⯡的に௚者の⾲᝟の┤ど，非┤どといった
ど⥺の差異は，௚者から自ศに対して注意が向
けられているか，向けられていないかという機
能㠃を持つと考えられる。♫஺不Ᏻを࿊する者
は，そのような注目そのものをᜍれるため，⾲
᝟の感᝟౯にかかわらࡎᅇ㑊行動を生㉳さࡏて
いるྍ能性が考えられる。その一᪉で，௚者の
⾲᝟が非┤どであるሙྜ，すなわち௚者の注目
がなくなるሙྜは，௚者の⾲᝟の感᝟౯が࣏ࢪ
ࢸ࢕ࣈであるときには，࣏ࢪࢸ࢕ࣈなホ౯がな
くなるというⅬにおいて，その⾲᝟は⬣ጾ่⃭
となり，ᅇ㑊行動をㄏ発すると考えられる。こ
れに対して，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟の
ሙྜは，᎘ᝏ的なホ౯がなくなることを意࿡す
るため，その่⃭は⬣ጾ่⃭とならないことが
᝿定される。 
 しかしながら，ඛ行研究においては，௚者の
⾲᝟に対する感᝟౯のホ౯は同程度であるにも
かかわらࡎ，♫஺不Ᏻ傾向の㧗ప群の間におい
て，ᅇ㑊行動の生㉳に差異が認められることか
ら㸦Heuer et al., 2007㸧，ᅇ㑊行動の生㉳にか
かわる要因をᨵめて検討するᚲ要があると考え
られる。このⅬに㛵して，ᅇ㑊行動の生㉳に影
響を୚える要因として，ホ౯の処⌮過程の差異
が考えられる。とこࢁが，Heuer et al.㸦2007㸧
のඛ行研究においては，⾲᝟่⃭に対する認知
が㉁問⣬によって 定されており，⾲᝟のホ౯
の処⌮における⤫制的処⌮過程のࡳしか 定さ
れていなかったྍ能性が考えられる。ᅇ㑊行動
にいたるሙྜの⾲᝟の感᝟౯の処⌮過程は，自
動的処⌮過程によってなされるྍ能性が考えら
れることから，これらの仮説を検討するために
は，自動的処⌮過程を 定することがྍ能なᣦ
ᶆを用いて検討を行なうᚲ要があると考えられ
る。そこで，本研究においては，♫஺不Ᏻを࿊
する者におけるᅇ㑊行動を生㉳さࡏる⾲᝟に対
する自動的処⌮過程を検討するため，⬻Ἴᣦᶆ
を用いて検討を行なうことを目的とした。 
 なお，本研究では，自動的処⌮過程における
௚者の⾲᝟の感᝟౯のホ౯を 定するᣦᶆとし
て，⬻Ἴᣦᶆのࡦとつである mu Ἴを 定する。
Moore, Gorodnitskya, & Pineda㸦2012㸧のඛ
行研究においては，⾲᝟่⃭として᎘ᝏ⾲᝟，
すなわちࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟を࿊示
したሙྜは，่⃭ᥦ示から 500 ms ๓ᚋにおい
て mu Ἴのῶ⾶が見られ，႐ࡧ⾲᝟，すなわち
࣏ࢪࢸ࢕ࣈな感᝟౯を示す⾲᝟を࿊示したሙྜ
では，่ ⃭ᥦ示から 800 ms ๓ᚋにおいての mu
Ἴのῶ⾶が見られることが᫂らかにされている。
そこで，本研究においても，่⃭࿊示から 500 
ms 時Ⅼでの mu Ἴのῶ⾶がࡳられることを，௚
者の⾲᝟の感᝟౯をࢿ࢞ࢸ࢕ࣈにホ౯すること
とし，่⃭࿊示から 800 ms 時Ⅼの mu Ἴのῶ
⾶がࡳられることを，௚者の⾲᝟の感᝟౯を࣏
ࢪࢸ࢕ࣈにホ౯することとした。 
 
᪉ ἲ 
 
ᐇ㦂ᑐ㇟⪅ 
 ⚾立大学の成人大学生，大学院生 19 㸦ྡዪ性
12 ྡ，男性㸵ྡ，21.89 ± 0.79 ṓ㸧。実験のເ㞟
の㝿には㸦a㸧ྑ฼きであること，㸦b㸧現在精神
疾患に⨯患しておらࡎ，㏻院をしていないこ
と，㸦c㸧⸆物をᦤྲྀしていないこと，㸦d㸧心⌮
療ἲや⸆物療ἲ，㢌㒊እയの᪤ がないこと，
㸦e㸧過度の⑂労や╧╀不㊊でないこと，実験ཧ
ຍ者がዪ性のሙྜは㸦f㸧᭶経不㡰，または᭶経
ᮇでないことをཧຍ᮲௳としてᥦ示した。 
⾲᝟่⃭ࡢ㑅ฟ 
 デࢪタル࢝メラを用いて，㸶ྡ㸦ዪ性㸲ྡ，
男性㸲ྡ㸧のモデルに対して，ど⥺㸦┤ど㸸
direct，非┤ど㸸averted㸸ྑ向き，ᕥ向き㸧，感
᝟౯㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ㸸positive，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸸
negative㸧の異なる⾲᝟่⃭の᧜影を行なっ
た。┤どの⾲᝟の᧜影においては，デࢪタル࢝ 
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Geodesics, Inc㸧，およࡧ Macbook pro㸦Apple
♫㸧を用いてグ㘓およࡧゎᯒが行なわれた。⬻
Ἴグ㘓時のࢧࣥࣉࣜࣥࢢ࿘Ἴ数は 250 Hz であ
り，㢌㡬㟁ᴟ㸦Cz㸧を基‽㟁ᴟとしてグ㘓され
た。 
 ⾲᝟่⃭࡟ᑐࡍࡿᅇ㑊⾜ື ⾲᝟่⃭に対す
るᅇ㑊行動を 定するため，AAT を౑用した。
本研究においては，人㸶㸦男性㸲，ዪ性㸲㸧
ど⥺㸰㸦┤ど，非┤ど㸧感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕
ࣈ，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸧⫼ᬒⰍ㸰㸦㉥，⥳㸧から成
る 64 ✀㢮の⾲᝟่⃭を౑用し，Roelofs et al.
㸦2010㸧の研究に基づいてㄢ題を作成した。ල
体的には，まࡎ，⏬㠃の中ኸに注どⅬを 300 ms
間࿊示し，ḟに，⏬㠃の中ኸに 12.58 cm の大
きさの⫼ᬒⰍのついた⾲᝟่⃭をࡦとつ࿊示し
た。実験ཧຍ者に対しては，この⏬㠃が࿊示さ
れた㝿に，⾲᝟は↓どし⫼ᬒのⰍによって，ࢪ
ࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲすか，ᡭ๓にᘬくかの
動作をฟ᮶るだけ早くṇ確に反応するようồめ
た。ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲす反応をᅇ㑊行
動，ᡭ๓にᘬく反応を᥋㏆行動と᧯作的に定義
した。この時，ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲした
ሙྜ，ᑠさいࢧ࢖ࢬの同じ⏬像㸦ᅇ㑊行動㸸5
3cm㸧，ᡭ๓にᘬいたሙྜには，大きいࢧ࢖ࢬ
の同じ⏬像がそれࡒれ 900 ms 間࿊示された㸦᥋
㏆行動㸸2310 cm㸧。AAT は㸦a㸧⫼ᬒが⥳Ⰽ
のሙྜにはࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクをᡭ๓にᘬき，⫼
ᬒが㉥Ⰽのሙྜにࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲす
᮲௳，㸦b㸧⫼ᬒが⥳Ⰽのሙྜにはࢪࣙ࢖スࢸ࢕
ࢵクを๓にᢲし，⫼ᬒが㉥Ⰽのሙྜにはࢪࣙ࢖
スࢸ࢕ࢵクをᡭ๓にᘬく᮲௳から成る。本研究
では，本ヨ行の๓に⦎⩦ヨ行として 16 ヨ行をタ
けた。⦎⩦ヨ行においては，ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵク
による反応が間㐪っていたሙྜはṇしい反応が
行なわれるまで⾲᝟่⃭が࿊示され続けた。本
ヨ行においては，64 ✀㢮のྛ⾲᝟่⃭を３ᅇࡎ
つ࿊示し，㸰᮲௳行なった㸦ྜィ 384 ヨ行㸧。本
ヨ行では，ㄗ反応のሙྜにおいても，ࢪࣙ࢖ス
ࢸ࢕ࢵクの᧯作の㏻りにḟの⏬像を࿊示した。
また，⾲᝟่⃭が࿊示されてから反応を行なう
までの反応時間のグ㘓を行なった。なお，説᫂
ᩥおよࡧࣉࣟࢢラムは SuperLab 4.0㸦Cedrus
♫㸧で作成し，ࢼࢼ࢜♫〇の 17 ࢖ࣥࢳの CRT
デ࢕スࣉレ࢖㸦Flex Scan T550㸧に࿊示された。
ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクは Logitech ♫〇 Attack３を
用い，ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクのタ定には，Nanjoy㸰
を用いた。࢟ࣕࣜࣈレ࣮ࢩࣙࣥ㸦入力あそࡧ㸧
は 70㸣とし，๓ᚋの᧯作のࡳが᭷ຠとなるよ
う，タ定を行なった。 
 ⾲᝟࡟ᑐࡍࡿホ౯ ⾲᝟่⃭のጇᙜ性をᢸಖ
するため，⾲᝟่⃭の感᝟の✀㢮に㛵してᅇ⟅
をồめ，௚者からのホ౯に対する主観的認知を
 定するために VAS へのᅇ⟅をồめた。人㸶
㸦男性㸲，ዪ性㸲㸧ど⥺㸰㸦非┤ど，┤ど㸧
感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸧から成
る 32 ✀㢮の⾲᝟่⃭に対して，ᖾ⚟，ᛣり，㦫
き，ᝒしࡳ，ᜍᛧ，᎘ᝏ㸦Ekman & Friesen, 
1987㸧の㸴つの中からྛ⾲᝟่⃭に᭱も㏆いと
思う感᝟を㑅ᢥするようᅇ⟅をồめた。また，
͆⾲᝟่⃭の人物が，あなたに対してどのよう
なホ౯をしていると思うか͇，について͆ࢿ࢞
ࢸ࢕ࣈ㸦㸮Ⅼ㸧͇࣏ࠥ͆ࢪࢸ࢕ࣈ㸦100 Ⅼ㸧͇
として VAS によるᅇ⟅をồめた。 
ᡭ⥆ࡁ࠾ࡼࡧ೔⌮ⓗ㓄៖ 
 まࡎ，実験㛤ጞ๓において，࢖ࣥࣇ࢛࣮ムࢻ
ࢥࣥࢭࣥトを༑ศに行なった。実験ᡭ続きのᡭ
㡰として，㸦㸯㸧実験ཧຍ者の健ᗣ状態や，⬻Ἴ
 定の㝖እ基‽にヱᙜしないことをᢕᥱするた
めの࢔ࣥࢣ࣮トへのᅇ⟅㸦なお，ዪ性の実験༠
力者に対しては，性࿘ᮇに㛵する㡯目について
のᅇ⟅をồめるため，これらの࢔ࣥࢣ࣮トにᅇ
⟅をồめる㝿は，♫఍的侵くに配៖し，ዪ性の
実験者が࢔ࣥࢣ࣮トの配ᕸとᅇ཰を行なっ
た㸧，㸦㸰㸧㸦㸯㸧において実験ཧຍがྍ能であっ
た実験ཧຍ者に対して，LSAS-J へのᅇ⟅のお
㢪い，㸦３㸧⾲᝟่⃭࿊示中の⬻Ἴ 定，㸦㸲㸧
AAT の 定，㸦㸳㸧⾲᝟に対するホ౯に㛵する
㉁問⣬へのᅇ⟅野お㢪い，を行なった。実験⤊
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஢ᚋにおいては，不ᛌ感᝟のపῶを行なうた
め，ࣜラクࢭ࣮ࢩࣙࣥおよࡧデࣈ࣮ࣜࣇ࢕ࣥࢢ
を行なった。なお，本研究は，早稲田大学「人
を対㇟とする研究に㛵する೔⌮ጤဨ఍」のᢎ認
をཷけて実᪋された㸦⏦ㄳ␒ྕ 2012ï148㸧。 
ࢹーࢱࡢฎ⌮᪉ἲ 
 $$7 反応時間が 150 ms ௨ୗまたは 1,100 
ms ௨上のデ࣮タと，ㄗ反応のデ࣮タを㝖እした
㸦඲体の 4.02㸣㸧。㝖እᚋにṧったṇ反応時間
のᖹᆒを実験ཧຍ者ࡈとに，群，感᝟౯，ど⥺，
᥋㏆・ᅇ㑊行動にศけて⟬ฟし，ᅇ㑊ヨ行の反
応時間の個人ෆᖹᆒから᥋㏆ヨ行の反応時間の
個人ෆᖹᆒをῶ⟬した್を AAT ᚓⅬ㸦AAT 
Score㸧とした。AAT ᚓⅬは，㈇の್である࡯
どᅇ㑊傾向が強いことを示し，ṇの್である࡯
ど᥋㏆傾向が強いことを示す㸦Heuer et al., 
2007㸧。 
 ⬻Ἴᣦᶆ グ㘓された⬻Ἴは，Bandpass 
filter㸦4-30 Hz㸧を用いてࣀ࢖ࢬが㝖ཤされた。
ḟに，⾲᝟่⃭࿊示๓ 1,500 ms から่⃭࿊示ᚋ
1,500 ms のᮇ間でྛヨ行はそれࡒれࢭࢢメࣥ
トされた。まばたきや║動，およࡧその௚の࢔
࣮ࢳࣇ࢓クトは検ฟされ㸦検ฟ基‽として，150 
ȣV を用いた㸧， 定精度が不Ⰻであった㟁ᴟ
は，࿘ᅖの㟁ᴟからᚓられた信ྕに基づく᥎定
್に置き᥮えられた。さらに，࢔࣮ࢳࣇ࢓クト
は，Gratton, Coles, & Donchin㸦1983㸧のඛ行
研究に基づいたࢥࣥࣆ࣮ࣗタ࣮࢔ルࢦࣜࢬムに
よってಟṇされた。௨上のᡭ続きに基づいて処
⌮されたྛヨ行デ࣮タに対して，wavelet 変᥮
㸦時間࿘Ἴ数ゎᯒ㸧が行なわれ，⾲᝟่⃭࿊示
๓の 1,500 ms をベ࣮スラ࢖ࣥとして，ベ࣮スラ
࢖ࣥ時における 8-13 Hz㸦ȘἼ㸧のࣃ್࣮࣡が
ྛヨ行からᘬかれた。この Log ್を mu Ἴの変
໬㔞とし，この Log ್が㈇の್であることは，
mu Ἴがῶ⾶していることを示している。Mu Ἴ
は㐠動㛵連⬻㡿ᇦにおいて観ᐹされることか
ら，本研究においては，㐠動㛵連⬻㡿ᇦである
㟁ᴟ㸦C３，C㸲㸧をศᯒの対㇟として用いた。 
 
⤖ ᯝ 
 
♫஺୙Ᏻഴྥ 
 ♫஺不Ᏻ傾向の㧗పによる群ศけのጇᙜ性を
検討するため，LSAS-Jの⥲ྜᚓⅬを従ᒓ変数，
♫஺不Ᏻ傾向を⊂立変数とした t 検定を行なっ
た。その結果，群間に᭷意な差異が認められた
ことから㸦t (17) = 6.95，p = .00㸧，群ศけはጇ
ᙜであったとࡳなした。 
⾲᝟่⃭ࡢጇᙜᛶࡢ᳨ウ 
 ྛ⾲᝟่⃭の感᝟౯がጇᙜであったかに㛵し
て検討を行なうため，ྛ่⃭に対する感᝟౯の
ホ౯㸦ᖾ⚟，ᛣり，㦫き，ᝒしࡳ，ᜍᛧ，᎘ᝏ㸧
を⊂立変数としてȮ㸰検定を行なった。その結果，
ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな⾲᝟に㛵しては，͆ᛣり ま͇たは͆ ᎘
ᝏ ，͇࣏ࢪࢸ࢕ࣈ⾲᝟に㛵しては，㸯✀㢮の⾲᝟
่⃭を㝖いて͆ᖾ⚟͇と᭷意にホ౯しているこ
とが示された。このことから，本実験で౑用し
た⾲᝟่⃭の感᝟౯はおおࡴねጇᙜであったと
ุ᩿した。 
⾲᝟่⃭࡟ᑐࡍࡿᅇ㑊⾜ື㸦$$7㸧ࡢศᯒ 
 ⾲᝟่⃭に対するᅇ㑊行動における，群とど
⥺，感᝟౯のຠ果の㐪いを検討するため，AAT
ᚓⅬを従ᒓ変数として，群㸰㸦♫஺不Ᏻ㧗群，
♫஺不Ᏻప群㸧感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ，ࢿ࢞
ࢸ࢕ࣈ㸧ど⥺㸰㸦┤ど，非┤ど㸧の３要因ศ
ᩓศᯒを行なった㸦Figure㸧。その結果，ど⥺
群の஺஫作用のࡳが᭷意であったため㸦F㸦1,17㸧
= 4.62, p = .05, Ȟ2 = .03㸧，༢⣧主ຠ果の検定を
行なった。その結果，♫஺不Ᏻ傾向ప群におい
て，非┤ど⾲᝟とẚ㍑すると┤ど⾲᝟に対して
᭷意に᥋㏆的な行動を示すことが᫂らかとなっ
た㸦t (9) = 3.47, p = .01㸧。 
 また，本研究においては，それࡒれの⾲᝟่
⃭に対する反応が，᥋㏆行動であるかᅇ㑊行動
であるかを検討するため，検定್を㸮とした㸯
ࢧࣥࣉルの t 検定をそれࡒれの᮲௳に対して行
なった。その結果，♫஺不Ᏻ傾向ప群は，࣏ࢪ
Geodesics, Inc㸧，およࡧ Macbook pro㸦Apple
♫㸧を用いてグ㘓およࡧゎᯒが行なわれた。⬻
Ἴグ㘓時のࢧࣥࣉࣜࣥࢢ࿘Ἴ数は 250 Hz であ
り，㢌㡬㟁ᴟ㸦Cz㸧を基‽㟁ᴟとしてグ㘓され
た。 
 ⾲᝟่⃭࡟ᑐࡍࡿᅇ㑊⾜ື ⾲᝟่⃭に対す
るᅇ㑊行動を 定するため，AAT を౑用した。
本研究においては，人㸶㸦男性㸲，ዪ性㸲㸧
ど⥺㸰㸦┤ど，非┤ど㸧感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕
ࣈ，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸧⫼ᬒⰍ㸰㸦㉥，⥳㸧から成
る 64 ✀㢮の⾲᝟่⃭を౑用し，Roelofs et al.
㸦2010㸧の研究に基づいてㄢ題を作成した。ල
体的には，まࡎ，⏬㠃の中ኸに注どⅬを 300 ms
間࿊示し，ḟに，⏬㠃の中ኸに 12.58 cm の大
きさの⫼ᬒⰍのついた⾲᝟่⃭をࡦとつ࿊示し
た。実験ཧຍ者に対しては，この⏬㠃が࿊示さ
れた㝿に，⾲᝟は↓どし⫼ᬒのⰍによって，ࢪ
ࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲすか，ᡭ๓にᘬくかの
動作をฟ᮶るだけ早くṇ確に反応するようồめ
た。ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲす反応をᅇ㑊行
動，ᡭ๓にᘬく反応を᥋㏆行動と᧯作的に定義
した。この時，ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲした
ሙྜ，ᑠさいࢧ࢖ࢬの同じ⏬像㸦ᅇ㑊行動㸸5
3cm㸧，ᡭ๓にᘬいたሙྜには，大きいࢧ࢖ࢬ
の同じ⏬像がそれࡒれ 900 ms 間࿊示された㸦᥋
㏆行動㸸2310 cm㸧。AAT は㸦a㸧⫼ᬒが⥳Ⰽ
のሙྜにはࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクをᡭ๓にᘬき，⫼
ᬒが㉥Ⰽのሙྜにࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクを๓にᢲす
᮲௳，㸦b㸧⫼ᬒが⥳Ⰽのሙྜにはࢪࣙ࢖スࢸ࢕
ࢵクを๓にᢲし，⫼ᬒが㉥Ⰽのሙྜにはࢪࣙ࢖
スࢸ࢕ࢵクをᡭ๓にᘬく᮲௳から成る。本研究
では，本ヨ行の๓に⦎⩦ヨ行として 16 ヨ行をタ
けた。⦎⩦ヨ行においては，ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵク
による反応が間㐪っていたሙྜはṇしい反応が
行なわれるまで⾲᝟่⃭が࿊示され続けた。本
ヨ行においては，64 ✀㢮のྛ⾲᝟่⃭を３ᅇࡎ
つ࿊示し，㸰᮲௳行なった㸦ྜィ 384 ヨ行㸧。本
ヨ行では，ㄗ反応のሙྜにおいても，ࢪࣙ࢖ス
ࢸ࢕ࢵクの᧯作の㏻りにḟの⏬像を࿊示した。
また，⾲᝟่⃭が࿊示されてから反応を行なう
までの反応時間のグ㘓を行なった。なお，説᫂
ᩥおよࡧࣉࣟࢢラムは SuperLab 4.0㸦Cedrus
♫㸧で作成し，ࢼࢼ࢜♫〇の 17 ࢖ࣥࢳの CRT
デ࢕スࣉレ࢖㸦Flex Scan T550㸧に࿊示された。
ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクは Logitech ♫〇 Attack３を
用い，ࢪࣙ࢖スࢸ࢕ࢵクのタ定には，Nanjoy㸰
を用いた。࢟ࣕࣜࣈレ࣮ࢩࣙࣥ㸦入力あそࡧ㸧
は 70㸣とし，๓ᚋの᧯作のࡳが᭷ຠとなるよ
う，タ定を行なった。 
 ⾲᝟࡟ᑐࡍࡿホ౯ ⾲᝟่⃭のጇᙜ性をᢸಖ
するため，⾲᝟่⃭の感᝟の✀㢮に㛵してᅇ⟅
をồめ，௚者からのホ౯に対する主観的認知を
 定するために VAS へのᅇ⟅をồめた。人㸶
㸦男性㸲，ዪ性㸲㸧ど⥺㸰㸦非┤ど，┤ど㸧
感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸧から成
る 32 ✀㢮の⾲᝟่⃭に対して，ᖾ⚟，ᛣり，㦫
き，ᝒしࡳ，ᜍᛧ，᎘ᝏ㸦Ekman & Friesen, 
1987㸧の㸴つの中からྛ⾲᝟่⃭に᭱も㏆いと
思う感᝟を㑅ᢥするようᅇ⟅をồめた。また，
͆⾲᝟่⃭の人物が，あなたに対してどのよう
なホ౯をしていると思うか͇，について͆ࢿ࢞
ࢸ࢕ࣈ㸦㸮Ⅼ㸧͇࣏ࠥ͆ࢪࢸ࢕ࣈ㸦100 Ⅼ㸧͇
として VAS によるᅇ⟅をồめた。 
ᡭ⥆ࡁ࠾ࡼࡧ೔⌮ⓗ㓄៖ 
 まࡎ，実験㛤ጞ๓において，࢖ࣥࣇ࢛࣮ムࢻ
ࢥࣥࢭࣥトを༑ศに行なった。実験ᡭ続きのᡭ
㡰として，㸦㸯㸧実験ཧຍ者の健ᗣ状態や，⬻Ἴ
 定の㝖እ基‽にヱᙜしないことをᢕᥱするた
めの࢔ࣥࢣ࣮トへのᅇ⟅㸦なお，ዪ性の実験༠
力者に対しては，性࿘ᮇに㛵する㡯目について
のᅇ⟅をồめるため，これらの࢔ࣥࢣ࣮トにᅇ
⟅をồめる㝿は，♫఍的侵くに配៖し，ዪ性の
実験者が࢔ࣥࢣ࣮トの配ᕸとᅇ཰を行なっ
た㸧，㸦㸰㸧㸦㸯㸧において実験ཧຍがྍ能であっ
た実験ཧຍ者に対して，LSAS-J へのᅇ⟅のお
㢪い，㸦３㸧⾲᝟่⃭࿊示中の⬻Ἴ 定，㸦㸲㸧
AAT の 定，㸦㸳㸧⾲᝟に対するホ౯に㛵する
㉁問⣬へのᅇ⟅野お㢪い，を行なった。実験⤊
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Figure ⾲᝟่⃭に対する᥋㏆ᅇ㑊行動傾向 
 
ࢸ࢕ࣈ感᝟౯の┤ど⾲᝟㸦t (18) = 5.07, p 
= .011㸧とࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ感᝟౯の┤ど⾲᝟に対し
て㸦t (18) = 3.20, p = .01㸧᭷意に᥋㏆行動を示
すことが᫂らかとなった。 
 これらの結果から，♫஺不Ᏻ傾向ప群におい
ては，௚者の感᝟౯にかかわらࡎ，┤どされた
ሙྜに᥋㏆行動が生㉳されるが，♫஺不Ᏻ傾向
㧗群においては，⾲᝟่⃭に対して，感᝟౯や
ど⥺の᪉向にかかわらࡎ᥋㏆行動が生㉳しない
ことが᫂らかとなった。 
୺ほᣦᶆ࡟ᇶ࡙ࡃ௚⪅ࡢឤ᝟౯ࡢホ౯㸦9$6㸧 
 ௚者からのホ౯に対する⤫制的処⌮過程にお
ける，群，ど⥺，感᝟౯のຠ果の差異を検討す
るため，VAS ᚓⅬを従ᒓ変数として，群㸰㸦♫
஺不Ᏻ㧗群，♫஺不Ᏻప群㸧感᝟౯㸰㸦࣏ࢪ
ࢸ࢕ࣈ，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸧ど⥺㸰㸦┤ど，非┤ど㸧
の３要因ศᩓศᯒを行なった。その結果，感᝟
౯の主ຠ果㸦F㸦1,17㸧= 150.14, p = .00, Ȟ2 
= .72㸧およࡧ，感᝟౯ど⥺の஺஫作用㸦F
㸦1,17㸧= 32.32, p = .00, Ȟ2 = .03㸧が᭷意であ
ったため，༢⣧主ຠ果の検定を行なったとこࢁ，
࣏ࢪࢸ࢕ࣈ感᝟౯の┤ど⾲᝟と非┤ど⾲᝟㸦t 
(18) = 5.07, p = .00 㸧，࣏ࢪࢸ࢕ࣈ感᝟౯の┤ど
⾲᝟とࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ感᝟౯の┤ど⾲᝟㸦t (18) = 
14.76, p = .00㸧，࣏ࢪࢸ࢕ࣈ感᝟౯の非┤ど⾲᝟
とࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ感᝟౯の非┤ど⾲᝟㸦t (18) = 8.20, 
p = .00㸧との間でそれࡒれ᭷意差が認められた。
このことから，௚者の⾲᝟の感᝟౯の主観的ホ
౯においては，♫஺不Ᏻの程度にかかわらࡎ，
同程度であることが示された。 
⬻Ἴᣦᶆ㸦PX Ἴ㸧 
 群，ど⥺，感᝟౯が⾲᝟่⃭の感᝟౯のホ౯
に及ぼす影響を検討するため，⾲᝟่⃭࿊示か
ら 500 ms ๓ᚋ㸦495Ѹ505 ms㸧およࡧ 800 ms
๓ᚋ㸦795Ѹ805 ms㸧のそれࡒれのࢧࣥࣉࣜࣥࢢ
時ᮇにおける mu Ἴのᖹᆒ᣺ᖜの Log ್を従ᒓ
変数として，群㸰㸦♫஺不Ᏻ㧗群，♫஺不Ᏻప
群㸧感᝟౯㸰㸦࣏ࢪࢸ࢕ࣈ，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ㸧
ど⥺㸰㸦┤ど，非┤ど㸧の３要因ศᩓศᯒを行
なった。その結果，500 ms ๓ᚋおよࡧ，800 ms
๓ᚋにおける，どの⊂立変数においても᭷意差
は認められなかった。 
 
⪃ ᐹ 
 
 本研究の目的は，♫஺不Ᏻにおいて，ᅇ㑊行
動を生㉳さࡏる௚者の⾲᝟の処⌮過程を検討す
ることであった。本研究の結果から，♫஺不Ᏻ
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傾向の㧗い者はపい者とẚ㍑して，௚者の⾲᝟
に対して᥋㏆的な行動がῶᑡしていることが示
されたが，♫஺不Ᏻ傾向の差異における௚者の
⾲᝟に対する感᝟౯の自動的およࡧ⤫制的な᝟
ሗ処⌮過程に差異は認められなかった。 
 ௚者の⾲᝟に対する感᝟౯のホ౯において，
♫஺不Ᏻ傾向の㧗పにおいて差異が認められな
かったことから，௚者の⾲᝟に対する感᝟౯の
ホ౯の差異は，ᅇ㑊行動の程度に影響を及ぼさ
ないྍ能性が考えられる。したがって，♫஺不
Ᏻを࿊する者が示す௚者の⾲᝟からのᅇ㑊行動
は，௚者の⾲᝟に対する感᝟౯のホ౯といった
㉁的ഃ㠃௨እの要因によって生㉳するྍ能性が
考えられる。 
 この要因として，௚者からのホ౯，すなわち
௚者からの注目㔞といった要因が影響している
ྍ能性が考えられる。♫஺不Ᏻを࿊する者は，
健常者とẚ㍑して௚者からのࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなホ౯
を予ᮇする่⃭のࡳならࡎ，࣏ࢪࢸ࢕ࣈなホ౯
を予ᮇする่⃭に対してもᅇ㑊行動を示すこと
が᫂らかにされている㸦Weeks, Howell, & 
Goldin, 2013㸧。このような知見を㋃まえると，
♫஺不Ᏻを࿊する者は，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなホ౯や࣏
ࢪࢸ࢕ࣈなホ౯といった，௚者からのホ౯の✀
㢮をᘚูしてᅇ㑊行動を示すのではなく，「௚者
からのホ౯そのもの」つまり，௚者からの注目
㔞をᘚูすることによってᅇ㑊行動を示すྍ能
性が考えられる。したがって，௒ᚋのᒎᮃとし
ては，࣏ࢪࢸ࢕ࣈやࢿ࢞ࢸ࢕ࣈといった௚者か
らのホ౯の✀㢮ではなく，௚者からの注目㔞の
認知とᅇ㑊行動の㛵ಀを検討するᚲ要があると
考えられる。 
 本研究において，௚者の⾲᝟่⃭に対する感
᝟౯のホ౯を示すᣦᶆである mu Ἴࣃ್࣮࣡の
᭷意なῶ⾶における，⾲᝟่⃭の感᝟౯による
差異は認められなかった。この結果は，Moore et 
al.㸦2012㸧のඛ行研究とは異なる結果であった。
これらの原因として，用いた⾲᝟่⃭の感᝟౯
が異なっていたྍ能性が考えられる。ල体的に
は，ඛ行研究においては，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな⾲᝟と
して᎘ᝏという感᝟౯の⾲᝟่⃭が用いられて
いたのに対して，本研究で用いた⾲᝟่⃭は，
ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな感᝟౯には᎘ᝏおよࡧᛣりがΰ在
してしまっていた。これらの差異が mu Ἴࣃ࣡
್࣮のῶᑡにおける時間的変໬に影響をおよぼ
したྍ能性が考えられる。 
 また，本研究では，自動的処⌮過程における
௚者の感᝟౯の認知を 定するᣦᶆとして mu
Ἴ，⤫制的処⌮過程における௚者の感᝟౯の認
知を 定するᣦᶆとして VAS を用いた。その結
果，感᝟౯の認知に㛵する自動的処⌮過程およ
ࡧ⤫制的処⌮過程と，そのᚋの᥋㏆・ᅇ㑊行動
との間には㛵ಀ性がࡳられなかった。したがっ
て，௒ᚋは，感᝟౯の認知௨እの要因として，
上述したように，注目㔞の認知㸦自動的処⌮過
程およࡧ⤫制的処⌮過程をྵࡴ㸧がそのᚋの᥋
㏆・ᅇ㑊行動に及ぼす影響を検討するᚲ要があ
ると考えられる。 
 また，本研究において用いた⾲᝟่⃭は，ど
⥺の᪉向と感᝟౯を᧯作したものであった。♫
஺不Ᏻ傾向の㧗い者は，どの⾲᝟に対しても᥋
㏆行動およࡧᅇ㑊行動を示さなかったことから，
♫஺不Ᏻ傾向の㧗い者は，本研究で用いた⾲᝟
่⃭をᘚูฟ᮶ていなかったྍ能性が考えられ
る。♫஺不Ᏻを࿊する者は，௚者からの注目㔞
をᘚูし，ᅇ㑊行動を示しているྍ能性が考え
られることから，本研究で౑用した㢦の᪉向が
ṇ㠃を向いている่⃭そのものを௚者からの注
目ととらえており，本研究で用いた⾲᝟่⃭は
♫஺不Ᏻ傾向の㧗い者に対しては，同一の機能
を持った่⃭であったྍ能性が考えられる。 
 ௒ᚋは，௚者からの࣏ࢪࢸ࢕ࣈやࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ
といったホ౯の✀㢮だけでなく，௚者からの注
目㔞を᧯作し，♫஺不Ᏻ傾向の㧗い者のᅇ㑊行
動に及ぼす影響を検討するᚲ要がある。また，
注目㔞の᧯作においては，ど⥺の向きのࡳなら
ࡎ，㢦自体の向き➼の影響性も考៖するᚲ要が
あると考えられる。 
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て㸦t (18) = 3.20, p = .01㸧᭷意に᥋㏆行動を示
すことが᫂らかとなった。 
 これらの結果から，♫஺不Ᏻ傾向ప群におい
ては，௚者の感᝟౯にかかわらࡎ，┤どされた
ሙྜに᥋㏆行動が生㉳されるが，♫஺不Ᏻ傾向
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ける，群，ど⥺，感᝟౯のຠ果の差異を検討す
るため，VAS ᚓⅬを従ᒓ変数として，群㸰㸦♫
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の３要因ศᩓศᯒを行なった。その結果，感᝟
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㸦1,17㸧= 32.32, p = .00, Ȟ2 = .03㸧が᭷意であ
ったため，༢⣧主ຠ果の検定を行なったとこࢁ，
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(18) = 5.07, p = .00 㸧，࣏ࢪࢸ࢕ࣈ感᝟౯の┤ど
⾲᝟とࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ感᝟౯の┤ど⾲᝟㸦t (18) = 
14.76, p = .00㸧，࣏ࢪࢸ࢕ࣈ感᝟౯の非┤ど⾲᝟
とࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ感᝟౯の非┤ど⾲᝟㸦t (18) = 8.20, 
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に及ぼす影響を検討するため，⾲᝟่⃭࿊示か
ら 500 ms ๓ᚋ㸦495Ѹ505 ms㸧およࡧ 800 ms
๓ᚋ㸦795Ѹ805 ms㸧のそれࡒれのࢧࣥࣉࣜࣥࢢ
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なった。その結果，500 ms ๓ᚋおよࡧ，800 ms
๓ᚋにおける，どの⊂立変数においても᭷意差
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 本研究の目的は，♫஺不Ᏻにおいて，ᅇ㑊行
動を生㉳さࡏる௚者の⾲᝟の処⌮過程を検討す
ることであった。本研究の結果から，♫஺不Ᏻ
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Abstract 
 
The present study investigated the effect of gaze direction and valence of facial 
stimuli on facial information processing in individuals with social anxiety. We used the 
Approach- Avoidance Task (AAT) for measuring their avoidance behaviors in response 
to facial stimuli, and we examined the Mu wave, which is one of the brain waves used 
for evaluating emotional valence in both high (n = 9) and low social anxious individuals 
(n = 10). According to the results of the AAT, compared with low social anxious 
individuals, the high social anxious individuals’ approach tendencies decrease in 
relation to direct gaze. There were no differences in emotional valence in terms of social 
anxiety grade. These results suggest that the avoidance behaviors of socially anxious 
individuals in the presence of facial stimuli were elicited by some other qualitative 
factor, such as the emotional valence of the stimuli. 
 
Key words: social anxiety, facial expression, emotional valence 
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